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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2024年 9 月 23 日 

明治大学の所属学部･研究科 
※学部・学科・研究科・専攻等 

経営学部経営学科                  

留学（渡航）した時の学年 2024年生 

帰国年月日 2024年 8 月 14 日 

明治大学卒業予定年月 2026年 3 月 

留学先大学について 

留学先国 アメリカ 

留学先大学 

バークレー（日本語名） 

 

UC Berkeley（現地言語名） 

現地使用言語/ 授業使用言語 英語/英語 

留学期間 2024年 5 月～2024年 8 月 

留学先大学で在籍した学年 3年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名 

日本語名：経営 

現地言語での名称：Business 

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他：      

形態 国立 公立 私立 その他：      

学年暦 
※記入例： 

1 学期： 4 月上旬～7 月下旬 

2 学期： 9 月中旬～2 月上旬 

1 学期：8/21～12/20 

2 学期：1/14～5/9 

3 学期：     ～      

4 学期：     ～      

学生数       

創立年       
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

（USD） 
日本円 備考 

授業料 $6,568.00 950,000円       

宿舎費 $6.460.00 930,000円       

食費 468.99 70,000 円 寮での食事以外 

図書費 69.57 10,000 円       

学用品費 0 0円       

携帯･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ費            円       

現地交通費 139.14 20,000 円      （ 大学まで徒歩･自転車） 

教養娯楽費 0 0円       

被服費 0 0円       

医療費 0 0円       

保険費 188.26 27,060 円 形態：海外旅行保険 

渡航旅費 556.56 80,000 円       

ﾋﾞｻﾞ申請費 185 26,500 円       

雑費            円       

その他            円       

その他            円       

合計            円       

 

  



International Student Center, Meiji University 

3 

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地：成田 目的地：      経由地：サンフランシスコ国際空港 

 

復路 出発地：LAS 空港 目的地：      経由地：成田空港 

渡航費用  

① 往復ﾁｹｯﾄを購入した場合 

航空会社：      

 

料金：      

 

② 片道ずつﾁｹｯﾄを購入した場合 

往路 航空会社：ZIP AIR   料金：49,368 

 

復路 航空会社：SINGAPOREAIR   料金：73,502         ∴合計：112,870 

航空券購入方法 

旅行代理店（店名：     ）  

 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（ｻｲﾄ名：     ） 

 

その他（     ） 

滞在形態関連 

1) 種類（留学中の滞在先）（例：ｱﾊﾟｰﾄ、大学の宿舎等） 

学生寮（寮の名前：     ）     ｱﾊﾟｰﾄ    ﾎｰﾑｽﾃｲ 

2) 部屋の形態 

個室   相部屋（同居人数 2） 

3) 共有部分 

ﾊﾞｽ  ﾄｲﾚ  ｷｯﾁﾝ（ 自炊可 自炊不可）  

4) 住居を探した方法： 

ホームページ      

5) 感想：（滞在先の感想とこれから留学する人のためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ） 

以外と寮が（I HOUSE）が古いですけど、色々な人と出会えますのでお勧めします。 
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現地情報 
1) 留学期間中、病気やｹｶﾞをしましたか。した場合、どこで治療を受けましたか。 

（例：現地の病院、学内の診療所） 

なし 

あり （治療を受けた場所：     ） 

2) 留学期間中、学内外で問題はありましたか。あった場合、誰に相談しましたか。 

（例：留学先大学の相談窓口、現地の友人等） 

なし 

あり （問題の内容や相談した人等：     ） 

3) 現地の危険地域情報をどのように収集し、どのような防犯対策をしましたか。また、実際に盗難等を含む犯罪に

巻き込まれたことはありますか?その際どのように対処しましたか? 

現地の大学から直接メールが来ました。夜は危険ですので寮から外へ出かけないようにしました。 

4) 携帯電話や、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて、現地での利用･接続はいかがでしたか。 

（例：寮のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が不安定で 1週間に 1度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのｶﾌｪではWIFI接続

が可能であったので、寮で使用できない時はｶﾌｪに行った。） 

現地でのインターネットはあまり日本と違いを感じられなったと思います。 

5) 現地での資金調達はどのように行いましたか? 

（例：現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった。銀行口座は現地で外国人登録をしないと開設でき

ない。また、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞも併用していた。） 

親から送金してもらいました。 

6) 現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

コンタクトレンズ、ふりかけ 

7) 【授業料負担型の方】授業料の支払方法、支払時期等について教えてください。 

（例：渡航前に自分で指定したｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞで支払った、現地で開設した銀行のﾁｪｯｸで支払った。） 

渡航前に自分で指定したクレジットカード支払った。 
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学習･研究活動についてのﾚﾎﾟｰﾄ（履修した科目ごとに記入） 

1）留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にﾁｪｯｸのうえ、記入して下さい。 

10単位 
10     単位 

単位認定の申請はしません（理由：     ） 

2）履修登録の時期･方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  ｵﾝﾗｲﾝ  ﾒｰﾙ  その他（     ） 

  履修の制限があった：      

3）以下は留学先で履修した科目についてのﾚﾎﾟｰﾄです。今後留学をする人たちへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽも含めてお書き下さい。

記入ｽﾍﾟｰｽが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語） 履修した授業科目名（日本語） 

Marketing マーケティング      

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 5月 20 日～7 月 20 日（6 週） 

単位数 3 

本学での単位認定状況 3単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面（ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等） 

授業時間数 1週間に 150分が 3 回 

担当教授 Janet M Brady 

授業内容 マーケディンに関する知識      

試験･課題等 グループで発表１回、期末テスト 

感想を自由記入 

一番有益な授業だったと思います。色々なマーケディンに関する知識を得たと思いま

す。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語） 履修した授業科目名（日本語） 

Leading people リーディング ピープル 

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 5月 20 日～7 月 20 日（6 週）      

単位数 3 

本学での単位認定状況 3単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面（ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等） 

授業時間数 1週間に 150分が 3 回 

担当教授 Janet M Brady 

授業内容 チームをうまく導く方法について学んだ。      

試験･課題等 グループ発表１回、中間テスト、期末テスト１回 

感想を自由記入 

先生の説明が非常に分かりやすく、複雑な概念も理解しやすかったです。他の受講

者とのディスカッションも非常に刺激的で、自分の考えを深める良い機会となりまし

た。 
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履修した授業科目名（留学先大学言語） 履修した授業科目名（日本語） 

Negotiation and Conflict Resolution ネゴシエーション・アンド・コンフリクト・レゾリューション 

科目設置学部･研究科 経営 

履修期間 7月 1日～8月 9 日（6週） 

単位数 3 

本学での単位認定状況 ４単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 対面、グループワーク（ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等） 

授業時間数 1週間に 180分が 3 回 

担当教授 Timothy M Dayonot 

授業内容 交渉の方法や交渉に関する知識について学んだ。      

試験･課題等 レーポト 

感想を自由記入 

この授業を通じて、非常に多くのことを学びました。特に、理論だけでなく実際のケー

ススタディを通して、実践的なスキルを身につけることができた点が印象的でした。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語） 履修した授業科目名（日本語） 

American Language and Culture: The Berkeley 

Experience      

      

科目設置学部･研究科 国際学生向けのプログラム      

履修期間 3週 

単位数 1 

本学での単位認定状況 1単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 現場体験（ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等） 

授業時間数 1週間に 150分が 2 回 

担当教授 Jennifer M Burton 

授業内容 Berkeleyの文化について主に学んだ。 

試験･課題等 発表１回 

感想を自由記入 

授業の内容が浅く、実際の文化体験や言語使用の機会が限られていたため、学びが

あまり深まらなかったと感じます。 
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卒業後の進路について 

1) 進路 ※3年生以下の方は今後の予定を記載してください。（下記 2 以降は記入不要） 

就職   進学   未定   その他：      

1) 進路決定の際に活用したｳｪﾌﾞｻｲﾄ、書籍、機関等 

M-career、外資就活 

3） 就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて下さい。 

内定を得た企業すべての名前、あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません。 

就職活動をこれから始める場合は、差し支えなければ現時点で希望する業界、職種等を教えて下さい。 

      

4) 就職活動中･終了に関わらず、就職活動について感想･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。 

（例：留学中の就職活動へ向けた準備、帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。）  

就職活動を不安に思い、留学を断念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。 

就職活動をこれから始める場合は、留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を 

教えてください。 

      

5) 進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6) 進学を志す留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ（準備、試験対策等）をお願いします。 

       

7) その他を選択した方は、その進路を選択した理由と、留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。 

      

 

 

留学に関するﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 
留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

（例：語学試験の勉強、選考、出願、ﾋﾞｻﾞ申請･取得、航空券購入、予防接種、滞在先の確保、留学中の中間試験、 

期末試験、その他ｲﾍﾞﾝﾄ等） 

 

留学開始年の 

前年 

1 月 ～  3 月       

4 月 ～  7 月 語学試験の勉強 

8 月 ～  9 月       

10 月 ～ 12 月       

留学開始年 

1 月 ～  3 月 ビザ申請、出願、滞在先の確保、航空券購入 

4 月 ～  7 月       

8 月 ～  9 月       

10 月 ～ 12 月       

留学/帰国年 

1 月 ～  3 月       

4 月 ～  7 月 中間試験 

8 月 ～  9 月 期末試験 

10 月 ～ 12 月       
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留学を志す学生へのアドバイス 
 

※ これから留学を志す学生へ、この留学先国・大学を選んだ理由、留学生活全般等について、ｱﾄﾞﾊﾞｲｽを記入し
てください。 

 

留学を考えている方に伝えたいのは、言葉や文化の違いを恐れず、積極的に現地の生活に飛び込むことの重要性で

す。 異なる環境や文化に直面することは初めは不安や戸惑いを感じるかもしれませんが、その経験が自分を大きく

成長させる貴重な機会です。また、事前の準備はもちろんですが、現地での柔軟な対応力も求められます。自分を成

長させる絶好の機会ですので、ぜひ挑戦してみてください。留学は、自分の限界を広げ、新しい視点や価値観を得る

絶好の機会です。異なる文化に触れ、様々な人々と交流することで、グローバルな視野やスキルを磨くことができま

す 

 


